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研究要旨 

北海道において 2017 年度より合計 5回の肝炎医療コーディネーター（肝炎 Co）研修会を開

催し、合計 651 名の肝炎 Coを養成した。依然として札幌圏が 428名と多かったが、全ての

二次医療圏に肝炎 Co が配置された。今後保健師、肝疾患専門医療機関への配置促進が望ま

れる。2017-2019年度養成者の活動状況では、肝炎ウイルス検査の受検勧奨、肝炎に関する

知識の普及・啓蒙、肝疾患患者の相談対応、医療費助成制度の説明、服薬指導、肝炎検査陽

性者の受診勧奨等がされていた。2020-2021年度は COVID-19感染により、肝炎 Coのフォロ

ーアップに対する制限が多かったが、今後も北海道および道内 3大学の拠点病院と連携し、

オンラインを取り入れながら活動を継続していく。 

 

Ａ．研究目的 

 肝炎から肝硬変、肝癌への移行を減らす

ためには、肝炎ウイルスによる肝病態の進

展抑制が必要である。そのためには肝炎ウ

イルス検査の受検、受診、受療の促進が必要

である。肝炎医療コーディネーター（肝炎

Co）は肝炎に関する基礎的な知識や情報を

提供し、肝炎への理解の浸透、相談に対する

助言や相談窓口の案内、受検や受診の勧奨、

制度の説明などを行うこととされ、2017年

4 月に都道府県に養成するように通知され

ている。 

北海道においては 2017 年度に初めて肝

炎 Co 研修会を開催し、2021 年度までに合

計 5回の肝炎 Co 研修会を開催した。2020年

度より COVID-19 感染拡大のため、2020 年

度および 2021 年度はオンラインによる研

修会を行った（図 1）。本報告では北海道に

おける肝炎 Co の現状及び問題点について

報告する。 

 

 

Ｂ．研究方法 

 

2017-2021 年度の北海道における肝炎 Co

の配置状況について解析した。2017-2019年

度の養成者を対象とした活動調査から、肝

炎 Coの活動内容について解析した。さらに、

COVID-19 感染下における肝炎 Co フォロー

アップ状況についても検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

 

肝炎 Coの養成状況 

図1 北海道における肝炎医療コーディネーター研修会



 

北海道においては 2021 年度までに合計

651 名の肝炎 Co を養成した。職種別では看

護師 33%、薬剤師 17%、保健師 11%、事務

職 12%、MSW 9%、臨床検査技師 5%、管理栄

養士 4%、医師 2%、理学療法士 2%であった。

看護師 219名の内訳では、病棟 12%、外来 

66%、その他 22%、薬剤師 112 名の内訳では、

病院 30%、調剤薬局 69%、保健師 70名の内

訳では行政保健師 62%、産業保健師 18%で

あった（図 2）。 

 

 

 

医療圏別では依然として札幌圏が 429 名

と多かったが、21 ある二次医療圏に順調に

配置が進んでいた（図 3）。 

 

 

  

 北海道の人口は 2020年 4月時点で約 526

万人であるが、北海道には 35 市 129 町 15

村の合計 179 市町村が存在している。これ

らの自治体肝炎検査において保健師の存在

は重要である。現在 18二次医療圏では肝炎

Co保健師が配置されている（図 4）。 

 

 

  

 また、北海道には 189 施設の肝疾患専門

医療機関が存在している。現在、189施設中

78施設（41%）、合計 286名の肝炎 Coが肝疾

患専門医療機関に在籍していた（図 5）。 

 

 

 

肝炎 Coの活動状況 

 

2017―2019年度肝炎医療コーディネータ

ー413名を対象として、活動状況を調査した。

回答率は 198名（43.3%）であった。肝炎に

関する知識の普及・啓蒙 68名、肝炎ウイル

ス検査の受検勧奨 63 名、肝疾患に係る講

演会・研修会への参加 56名、肝疾患患者の

相談対応 49名、服薬指導 37名、医療費助

成制度の説明 32名、相談窓口の案内 29名、

肝炎検査陽性者の受診勧奨 26 名が主な活

動であった。しかし、今年度十分な活動が出
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図2 北海道肝炎医療コーディネーター（職種別）

図3 肝炎医療コーディネーター（二次医療圏別）
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図4 肝炎医療コーディネーター保健師配置状況
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図5 肝炎医療コーディネーター肝疾患専門医療機関配置状況
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来なかった肝炎 Coも 40名存在していた（図

5）。報告書未提出 215 名と合わせると合計

255 名（全体の 62%）の活動状況が把握でき

なかった。 

 

 

 

活動できなかった理由としては、日常業

務が忙しく時間がとれない（21%）、肝疾患と

関わる機会がない（19%）、部署移動（18%）、

コーディネーターとして活動するような機

会がなかった（13%）、などであった（図 6）。 

 

 

 

肝炎 Co へのフォローアップ状況 

 

北海道大学病院肝疾患相談センターは北

海道、札幌医科大学附属病院肝疾患センタ

ー、旭川医科大学病院肝疾患相談支援室と

連携し、肝炎 Coを対象とした講演会や研修

会によるフォローアップを実施している。

2020 年度以降は COVID-19 感染拡大により

集合型の研修会開催は困難となり、主にラ

イブ配信やオンデマンド配信によるオンラ

イン研修会を開催した（図 7）。 

 

 

 

Ｄ．考察 

 

北海道にて 2017年より合計 5回の研修会

を開催し、合計 651 人の肝炎 Co を養成し

た。依然として札幌圏に集中しているが、21

ある二次医療圏全てに肝炎 Co が配置され

た。北海道は広大ではあるが、その人口は札

幌を中心とする道央地区に集中している。

一方、地方は肝疾患専門医療機関、肝臓専門

医ともに少ない。北海道における肝炎診療

の均霑化は重要な課題であり、肝炎 Coの特

に地方への拡充が必要である。 

未診断の肝炎ウイルス陽性者を治療に結

びつけるためには、自治体や非専門医にお

ける肝炎ウイルス陽性者を確実に受診、受

療につなげることが重要である。北海道の

自治体では 70 名の保健師が配置すること

が出来たが、北海道には 189 自治体が存在

している。さらに、肝疾患専門医療機関も

179施設存在し、肝炎 Coが配置されたのは

41%にとどまっている。現在、北海道では

100‐150人/年程度で肝炎 Coを養成してい

る。肝炎 Coの人数を増やすことも重要では

あるが、今後は北海道と配置目標を設定し、

保健師および肝疾患専門医療機関における

肝炎 Co の配置を重点的に進めることが重

要である。 

活動内容
図5 肝炎医療コーディネーターの活動状況

図6 活動できなかった理由

肝炎医療コーディネーターへのフォローアップ
図7 肝炎医療コーディネーターへのフォローアップ研修会

開催日 開催種別 研修会，講演会，セミナー等の名称 開催方法

2 0 2 0年1 0月1 1日 北海道・北大共催 令和2年度北海道肝炎医療コーディネーターオンライン研修会 ライブ配信

2 0 2 0年1 2月1 5日～
2 0 2 0年1 2月2 4日

日本肝臓学会市主催

3拠点共催

肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会（WEB開催）
～今コーディネーターにできること～

オンデマンド配信

2 0 2 1年1月2 3日～
2 0 2 1年2月1 2日

北大主催
肝炎医療コーディネーターフォローアップWEB研修会
～肝炎医療コーディネーターの役割と今後の展望～

オンデマンド配信

2 0 2 1年7月1 2日～
2 0 2 1年7月2 6日

北大主催
肝炎医療コーディネーターフォローアップWEB研修会＆医療従事者研修会

コロナ禍における肝疾患患者さんの支援～アルコールの諸問題を抱える場合～
ライブ配信中止
オンデマンド配信

2 0 2 1年9月4日
日本肝臓学会主催

旭医大・札医大共催
2 0 2 1年度肝炎医療コーディネーターフォローアップWEB研修会 ライブ配信

2 0 2 1年1 0月2 3日 北海道・北大共催 令和3年度北海道肝炎医療コーディネーターオンライン養成研修会 ライブ配信



今年度の肝炎 Co への活動状況の調査へ

の回答は 43.3%と年々低下傾向である。各部

署で様々な活動がされていたが、未報告と

併せると約 60%の活動状況が把握できず、今

後の課題である。さらに、養成した肝炎 Co

が十分な活動を出来るように、フォローア

ップ研修やセミナーなどで、スキルアップ、

モチベーションを維持することが重要であ

る。2020 年からの COVID-19 感染拡大によ

り、肝炎 Co養成研修会はライブやオンデマ

ンド配信となった。集合型の開催では札幌

一極集中であったが、オンライン配信では

地方の肝炎 Coにも配置、研修が可能である。

今後はオンライン配信を活用して、継続的

なフォローアップを図ることが重要と考え

られた。また、北海道においても今年度から

LINE が活用できるようになった。今後は、

LINEを用いて積極的な情報発信を進めてい

く。 

 

Ｅ．結論 

 

北海道においては合計 651名の肝炎 Coを

養成した。今後は保健師、肝疾患専門医療機

関を中心に配置を進めていく。さらに、北海

道および拠点病院と連携し、オンラインを

駆使して、肝炎 Co の拡充、研修会などのフ

ォローアップを行う予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

   

特記事項無し 

 

Ｇ．研究発表 

 

１．論文発表 

 榎本大、他。肝疾患診療連携拠点病院にお

ける肝炎医療コーディネーターの現状 肝

臓 62 巻 2号 96-98． 

２．学会発表 

長谷川智子、他。北海道における肝炎医

療コーディネーターの現状と活動状況 

肝臓 62巻 Suppl.1 A238. 
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特記事項なし 

２．実用新案登録 

特記事項なし 

３．その他 

特記事項なし




